
地域活動報告

「水土里の大切さを次代へ伝え続ける土地改良区」

～小学校での出前授業から～

水土里ネット秋田　鹿角支部
　かづの土地改良区　根本 由紀子



　

　平成１３年度から進められている「２１世紀土地改良区創造運動」は、

土地改良区が果たしてきた役割、機能を改めて見直す

とともに多面的な機能の確保など国民が期待する新た

な役割に対し、どのように土地改良区が取り組んで行

くか、地域の人たちとみんなで考えることを提案する

運動。



　平成１６年３月に、鹿角地域振興局農林部農村整備課と共同の

「土地改良区創造運動広報冊子作成プロジェクトチーム」を発足！

　２１世紀創造運動の趣旨に基づき、

『ふるさと鹿角の再発見～水の道を探検～』

をテーマとし、小学校高学年以上を対象に、水土里ネットのＰＲと

今後の土地改良区の果たす役割、管内の土地改良施設とその機能や

歴史を紹介するパンフレットを作成しました。









１．施設見学　　（平成１７年～平成２４年）

　市内小学校４年生の花輪浄水場施設見学にあわせ、隣接する

花輪大堰頭首工についてパンフレットを作成し、水田に水を取り

入れるための施設の重要性、水の大切さを知ってもらうための説明、

水土里ネットの役割などの説明を行いました。



 

 

川の水をためるダム（堰
せき

）、川から水路へと水を取り入れる頭首工
とうしゅこう

、田んぼへ水を配
くば

る水路、
どれも農業には欠かせない施設です。 
では、なぜダム（堰）や頭首工が造られることになったのだろう？ 
 
ずーっと昔、弥生

や よ い

時代
じ だ い

のころから田んぼでお米を作ってきました。 

 

 

 

田んぼでお米を作るには、たくさんの水が必要
ひつよう

です。雨水
あまみず

だけでは足りません。 

 

 

 

そこで、農地をうるおすため、川をせき止め、田んぼまで水を引いてくることになりました。
これを「かんがい」といいます。この川をせき止める施設

し せ つ

を「堰（せき）」といいます。 

 

 

 

１．花輪
は な わ

大堰
おおせき

 

 花輪大堰は、鹿角市花輪の中心部を流れる用
よう

水路
す い ろ

で、花輪大堰頭首工
とうしゅこう

で取水
しゅすい

し、花輪の市街地
し が い ち

を通り柴
しば

平地
ひ ら ち

区
く

に至
いた

る「かんがい施設
し せ つ

」で、水田
すいでん

面積
めんせき

424.1ha（ﾍｸﾀｰﾙ）に用水を運んでいます。

この面積は、東京ディズニーランドなら約 8 個、東京ドームなら約 90 個入る面積です。 

 花輪大堰用水路は、室町
むろまち

時代から 3 期の大工事を行い、江戸時代に路線
ろ せ ん

が形成
けいせい

されました。

しかし、現在のような大規模
だ い き ぼ

な水路が形成されたのは、開田
かいでん

増加
ぞ う か

に 伴
ともな

う水量の不足などから

徐々に幅を拡げていき、今日
こんにち

の大堰が形成されました。 

 

 

２．花輪
は な わ

大堰
おおせき

頭首工
とうしゅこう

 

 花輪大堰頭首工は、昭和 15 年に木工
もっこう

沈 床
ちんしょう

で 

築造
ちくぞう

されましたが、昭和 34 年の災害により被災
ひ さ い

し、 

昭和 36 年～38 年の県営
けんえい

災害
さいがい

復 旧
ふっきゅう

工事
こ う じ

により悪い部分を全て直しました。しかし、その後、

流 木
りゅうぼく

や転
てん

石
せき

等による沈
ちん

床
しょう

の材質
ざいしつ

のすり減
へ

りや、一部が欠けて無くなったりと、頭首工が倒
たお

れ

たり潰
つぶ

れたりする危険性
き け ん せ い

もでてきました。 

 このため、昭和 61 年～平成 5 年に県営ため池等整備
せ い び

事業
じぎょう

として改 修
かいしゅう

工事
こ う じ

を行い、現在の近

代的な施設に生まれかわり、花輪大堰に安定的
あんていてき

に用水を 供 給
きょうきゅう

できるようになりました。 

 

 

３．取
しゅ

水 量
すいりょう

（川などから水を取り入れる量） 

 取水量は、代掻
し ろ か

き期（田に水を入れて土を砕いてかきならす時期）の 5 月 5 日～14 日までの

期間は 1 秒間で 2.393m3（立方ﾒｰﾄﾙ）を取水しています。この取水量は、皆さんの学校のプー

ルが約 2 分間でいっぱいになる水が取水されていることになります。5 月 15 日～8 月 31 日ま

での普通期は、代掻き期の半分の量で、１秒間に 1.693m3（立方ﾒｰﾄﾙ）の水が取水されていま

す。 

 

 

 

 



２．出前授業

　平成２０年から、農業体験学習で田植えを実施している、

市内小学校の５年生を対象に出前授業を行っています。

　当初は、子供たちに興味を持ってもらえるように、地域

の農業施設の場所をキャンパス生地に絵の具で描いたり、

頭首工施設等の写真をアイロンプリントして作った「地域

農業施設マップ」を使いながら施設の位置、重要性、学習

田にはどのように水が流れてきているのか、いつも何気な

く見ている施設が、お米を作るためにとても重要な農業用

施設である事と、農業用水だけでなく生活に密着した

「地域の水」であることを伝える授業を行っています。

　









平成27年から平成30年までの４年間、末広小学校の「田んぼアー

ト」のお手伝いをしました。　

平成27年に末広小学校創立140周年記念を祝って20人の全校児童

と教員・保護者・地域の人々と、古代米を使って田んぼアートに挑

戦することになり、私たちもお手伝いを頼まれました。

デザインの図柄は測量機械などで清功に作られた芸術性の高い田ん

ぼアートとは違い、Excel（エクセル）に田んぼの大きさ（約37

㎡）と苗を植える間隔で点をおとし作図するという簡単なものです。　

田植え前日には、児童たちが考えたデザインの、ハートマークに

「末広１４０」の文字が浮き出るよう、杭打ちをしテープを巻き付

け準備をしました。

文字とハートの部分は古代米、ハートの外周はもち米です。

アート内は高学年が植え、外周のもち米を低学年が植えました。



平成28年は「笑顔とハンドベル」をテーマとしたデザイン！

紫・黄・緑色の３色の古代米ともち米を植えました。

地域農家の協力のもと、無農薬栽培挑戦し、メダカの放流、

全校児童で雑草の駆除を行っています。

８月には、田んぼアートを囲む全校児童(20)を『ドローン』

で撮影。



平成29年は「笑顔と花」をテーマとしたデザイン！

赤、紫、白、黄の４色の古代米を使い「えがお25♪末広小」　

のアートを完成させました。アート外周はもち米です。

　

一番見頃の７月に、田んぼアートを囲む
全校児童(25)を『ドローン』で撮影。



平成30年度で末広小学校が閉校となるため、お世話になった

学び舎と、地域の方々に感謝の気持ちを伝える

「ありがとう末広小学校」がテーマとなりました。

田植え前日の杭打ち準備完了後、土砂降りの雨により型枠で

付けた印がほとんど消えてしまうハプニングがありましたが、

地域農家の方の協力でアートを完成することが出来ました。 田んぼアートを囲む全校児童(22)

稲刈り前、夏休み中児童一人一人が作成した案山子と一緒に！



１２月には、末広小学校の伝統行事、餅つき大会が開催されました。

春の田植えから始まり、秋の草取り作業・稲刈りと自分たちで育てた餅米を使い、

保護者・日頃お世話になっている地域の方総勢100名の大人数の参加により行われ、

私たちも参加させていただきました。子ども達が一生懸命作ったもち米でついたお

もちの味は格別でした。



今後も、次世代を担う子どもたちに向けて、先人が

築きあげた地域の歴史、農業や農村、農業用施設の

重要性・役割に理解を深めてもらえるような活動を

継続していきたいです。




